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注 1 ） 1969年 9 月29日，国民生活審議会調査部会コミュニティ
問題小委員会報告として，『コミュニティ ― 生活の場に
おける人間性の回復 ―』の公表．













年 4 月 3 日　自治事務次官通知）．
注 4 ） 1973年，農林省（現農林水産省）が農村の生活環境と農
業生産基盤の整備を同時に行う目的で発足させたモデル
事業．
注 5 ） 国土庁（現国土交通省）の過疎地域・豪雪地帯のコミュ
ニティ・センター建設事業．
注 6 ） 1973（昭和48）年の秋に発生した第一次オイルショック
によって，高度経済成長は終わりを告げ，税収の減少等
を背景に，一転して「福祉見直し論」が登場．
注 7 ） 日本の旧来の家族制度を基盤に「家族による親の扶養義
務」を支柱とした，わが国の歴史的特徴をいかした福祉
国家論．






































12） 笹川拓也：前掲論文 3 ），p18，2014．
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